平成26年6月13日

食事改善計画書
○第2回食事サービス管理委員会開催日：6月13日（金）15：30～

提示された意見・問題点と各部署の対応

	
	給食・栄養に関する意見
	指摘継続

回数
	日清での対応
	施設での対応

	青南病院
	東病棟
	ラーメンのスープがぬるかった。麺がのびている。（レストラン）


	1
	茹でるタイミングや保管法を見直し致します。
	麺の茹で時間、スープの温度を確認し適温で提供できるよう伝えている。

	
	
	5/9昼の鶏マヨネーズ焼き～刻みの大きさがまちまちで、2～2.5ｃｍ位の大きさのものも入っていた。（台車/大久保美津子様）


	1
	盛り付け前に刻んだ食材を広げて、刻み残しがないか確認を徹底致します。また、2重チェックを徹底致します。
	キザミ食の大きさは普段約5ｍｍの大きさで提供することになっています。今回一口大サイズのものが入っていましたので、確認を徹底するよう伝えている。

	
	西病棟
	特になし。
	
	
	

	
	南病棟

	セレクトメニューの写真が見ずらいと、患者様から意見があり。
	1
	
	食事写真を撮影するときにピントが合わないことがありましたので、今後注意して撮影するようにしていきます。

	
	
	昼のカツカレーの日、量が多く、半数以上の患者様が残していた。(2階)


	1
	栄養価やボリュームに考慮し、分量を検討致します。
	人気メニューであるため、カツの量を検討し、ボリュームや栄養価を考慮した内容となるよう日清、施設栄養士で検討していきます。

	
	北病棟
	特になし。
	
	
	

	南山苑
	２Ｆ
	特になし。
	
	
	

	
	３Ｆ
	5/25朝､なめ茸おろしのトロミが弱くて水状態であった。(上村木一様)　　　
	1
	トロミを付ける利用者様ではありませんでしたが、水分が多くならないように調理致します。
	

	
	
	5/25夕方､翌朝の水分補給用のコップが上がっていなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	1
	準備担当者と3階へセットする担当者の確認を徹底致します。
	二重確認を徹底するよう伝えている。

	
	デイ
	5/25昼、マスの香味焼き～キザミ食の方に2.5㎝の骨が混入していた。

（北川ツワ様､島守喜一様）
	1
	骨なし魚を使用していますが、刻みの際に確認を徹底致します。また、納入業者へも報告致します。
	骨はのどに刺さるおそれがあるため、今後確認を徹底するよう伝えている。

	
	
	5/26一口大形態食が､キザミ状態で提供された。(試し食､中村三千代様。体験利用、岩澤トキ様)
　　


	1
	たけのこが硬いと思われたため、いつもより小さめに刻みました。日々の大きさをきちんとそろえるように致します。
	今まで、ミキサーを使用し刻んでいましたので、今後からは、きちんと大きさを確認し包丁で刻むよう伝えている。


○前回掲示された意見についての改善報告

	
	給食・栄養に関する意見
	指摘継続

回数
	日清での対応
	1ヶ月後の改善コメント

	青南病院
	東病棟
	特になし。
	
	
	

	
	西病棟
	特になし。
	
	
	

	
	南病棟

	CDユニットの配膳時に、厨房に忘れ物を取りに戻る為、患者様を待たせる事がある。
	1
	各担当者が南病棟へ持っていくものをカウンターの上に準備し、忘れていくことのないように致します。
	改善。

	
	北病棟
	4/19　昼　煮しめの中にビニール？様の片が入っていた。患者様の指摘で現品を日清スタッフに渡している。「食べる前に気がついた。」と話されている。
	1
	食材の開封後はすぐにゴミ箱へ捨て、また、台の上は水で流して確認してから食材のカットを行うように致します。
	改善。

	南山苑
	２Ｆ
	特になし。
	
	
	

	
	３Ｆ
	特になし。
	
	
	

	
	デイ
	特になし。
	
	
	


○今後の対策の方針
	今月は、調理法や刻みに関する指摘が多くありました。刻み食については、大きさが決まっているため再度ミーティングにおいて確認をするとともに日々の大きさをチェックして安定した大きさで提供するように致します。また、盛り付け時には、大きいものや魚には骨などが混ざっていないか確認を徹底致します。


· 総括

	今月はキザミ食の方へ、一口大の大きさで食事提供されていたことがありました。また、きざみ食の魚に2.5ｃｍの骨が入っていることがあり、キザミ食の形態への確認がきちんとされていないことがわかります。食事提供は、大きさによっては誤嚥につながることもあるため、意識をもって確認の徹底をするよう伝えている。


